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J
s
p

=
i  (n

)  
f
 

I§
m

a
A

=
Is

)
； m

a
B

,

と
い
う.「

条
件」
が〉
'o'
ね
に
み.
た
さ
れ
て
■い
る
わ
け 

:

で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
み
て

，
双
豸
に
は
ク
固
定
資
本
の
現
物
的
塡
補
%-
、”'
 

弟
加
投
資
：も
、.
あ
る
時
期
に
集
中
し
、

し
た
が
っ
て
、

0 ,
と

0 2
、

ど 

B
a

B
-

と
は
：量
的
に
：

f

離
す
る
傲
向
に
あ
る
。：

VJ
の.
ょ
う
な
現
物
的
塡
補
の
：同 

時
集
中
、
追
：伽
投
資.
の
伺
時
集
中
が
、
社
会
的
総
資
本
め
蓮
動
に
い
か
本
影
響. 

し
、
0 .
業
循
環
：の
連
動
を.
い
が
に
規
制
す
る
か
を
究.
明
ず
る
の
が
、.「
第
一
一
.の

問
題」

へ.で
あ..
つ
一
た
と
い
^
る
。
.

：

：;-.
-.
7
ァ
ノ
ン
5

:
....

.
-
:

• 
■
 
■
 

■

. .
■;.

■
 

'
 

.

■.
' 
. 

' : 
'  

\ 

. .. ..
{注
1) ... 

■  
' . 

>

固
定
資
本
の
1

な
再.
生
産
を
め
ぐ
る
一.
：連.
の
論
議
に
お
い
て
ま
ず
：中
心
と

な
っ
だ
の
は
、
有

の

「

畠
一.
の
間
■
«-
'■:

で
あ
り
、

^

 
ー0
問
題」

っ
ば
ん
く
に

論
議
と
い
う
形
は
と
づ
て
は
い
な
い
が
、
^
^
で.
は
考
察
を
'.
''「

#.

ー.の
問
漫
“

に
限
定
す
る
：こ
：と
に
し
た
い

.。r

第

：一
の
問
題
,-.

に(

つ
い.
て
は
す
で
に
詳
細
な
：
 

■■
 

.(

注
2)

.

整
理
•
批
判
が
み
ら
れ
る
じ
、
：さ
ら
に
ぞ
：れ
以
上
に
、：
.

固
定
資
本
：0 .
特
殊
な
苒

- 

.

八
'o 

(

九
三
八
：

〉

ーー；；生
産
を
崔
業
循
環
ぉ
関
連
づ
げ
て
考.
篆
す
る
と
：い
う
視
角
か
ら.
す
れ
ぱ
、■.
基
本
、

的
な
問
題
は
、

「

第
二
の
問
題」

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。：

''

「

第
一
の
問
題j

を
め
ぐ
る
研
究
は
、

『

資
本
論』

.
第
一
一
部
第m

篇
で
残
さ
れ

て
い
た
問
題
を
提
起
し
た
と
い
：う
点
で
は
，::

た
し
か
，に
4
!
、L

m

s '
か
昏

.
表
式
分
析
の
領
域
に
お
け
る
成
果
：に
ち
が
"い
な.
い.
が
、
し
か
し
、
こ
.の
問
題
が

と
り
あ
げ
ら
れ
た
ゆ
え
ん
と
思
わ
れ
る
産
業
循
環
分
析
の
深
化
と
い
う
点
か
ら

み
る
と
、
ど
れ
だ
け
の
意
義
が
あ
っ
た
の
か
、
今
ま
で
の
か
ぎ
り
で
は
非
常
に 

.

.

.
バ
注

 

3)

疑
問
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
-t
o-

.
も
ち
ろ
ん
、
が
か
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
発
言
を
す
る
た
め
に
は
、

一
定
の
論
証

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
-'
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
I
§
P
<
I
§
P

/
の.
差
が
'実
現
さ
れ
、：
追
加
投
資
さ
れ
る
と
み
る
こ
と
が
'で
き
な
：い
か
と
い
う
こ

ハ
と
が
問
題
と
な
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、：
貸
付
資
本
、.
：社
会
■の
遊
休
貨
幣
の
利 

.

(

注 
4)

.
用
を
導
入
ず
^
問
題
等
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
め..
で
、

こ
の
問
題
は
、
，「

第 

一--
'
の
問
題」

■の
考
察
を
す
す
め
■る
過
程
に
お.
い
て
、.再

#
!

産
表
式
分
析
と
現
実 

の
再
生
産
過
程
分
析
ど
：
.
の
ギ
：タ
ッ
プ
：、：
再
生
産
表
式
分
析
の
意
義
と
限
界
を
、'
 

よ
り
明
確
に
し
て
ゆ
く
な
か
で
、
再
検
討
し
た.
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。.
：

(

法
1)

/
こ
：
.
の
問
谓
：ば
'
富
塚
良
三
：氏
/「

拡
張
再
生
産
過
程
と
1
^
資
本
の
回
転 

1

問
題
提
起」

；

(

久
留
間
鮫
造
教
授
還
暦
記
念
論
文
集『

経
済
学
の
諸
問
題』

所 

;
:
収 
>
、ァ
秫
眞
道
氏
：「

景
気
循
環
：と
：固
定
資
本
投
資」

(

大
阪
市
；

K

研
究
所
編『

戦 

:.
後
景
気
循
環
：上
設
備
投
資』

：•■.
後
に
林
氏"

『

景
気
循
環
0 '
研

究』

-
第
一
一
篇
第
ー
一 

'•
/

■
箏
に
所
!8
'
'
、
：松
岡
寛
爾
氏「

「

固
定
資
本
の
# .
稹
か
ら
生
ず
る
一
問
®」

S

城 

:
へ
商
学
、ソ
七
卷
1'ニ_
'
四
：合
併
号)

-
-
-
ぃ
ず
れ
も
--
*.
九
五
八
年——

に
お
い
て
、

.

:
-'
■

提

起

さ

れ

；
た

.
も

の

で

あ

，

<
r
'

..

(

注
2)

，
：

川

鍋

正

敏

氏

「『

固

定

資

本̂
更

新』

お

ょ

び

.
-

『

資

本

主

義

的

生

産

の

制 

.
'限
性』

め
問
題
に
つ
い
て」

(

立
教
経
済
学
研
究
ぐ
一
一
8

一：一
.
号)

、
.都

留

逭

人
• 

高

須

贺

義

牌

氏

..「

蒋.
坐

歲

表

式'>.:固
定

資

本

の

補

谓

』

<
経

済

研

究

、

ー
0
卷 

'
四

号)

、.
南

克

己

氏

「

恐
^
-,.
:谓
環

分'̂
の
問
題
点
じ:.(

経

済

評

論

、
..'
九

六

〇 

■年

：ー

ニ

月

臨

時

增

刊

^

:°
;
:」

，

•
.
.
:
:.
:

'
へ

：

''
■
 

<
注
ざ)

こ
の
論
議
は
、
；産
業
循
環
分
祈..
へ
：
.
の
：1
接
近
，と
い
3
形
で
は
じ
め
：ら
れ 

.
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
ノ
産
襄
循
環
論
と
の
結
ザ
つ
き
に
つ
い
て
は
、
# •
論
、

;

者
向
身
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
消
極
的
な
場
合
が.
少
な
く
な
い
の
で
^ .
'っ
て
、

'産f

循
環
分
析
に
お
け
々
こ
の.
問
題€>

意
義
づ
け
は
今
な
お
決
し
て
明
確
に
な.

,
■
っ：

て
い

な
ぃ
ょ
ぅ

に
思
わ.
れ
る
。
他
岡
f t(

前
掲
論
文)

、：

豊
倉
一
一一 .

子
雄
氏「

拡
，
 

大
洱
生
產
と
固
定
資
沐
の
補
辦
ス
経
済
学
論
究
:

三
卷
ー
号
、，後

に

5 :
業 

:
循
環
^§1

；

に
収
録)

、
都
留
須
質
氏
箭
掲
論
文)

、
野
矢
：テ
ッ
ヲ
氏
：「

固
定
：

.
資
本
の
回
転
と
拡
張
??
生
离
の
綠
衡
条
件
|

富
塚
良
ー
：
ー

运

.
の
所
論
批
判」

8 .

.
済

評

論

.
、

;
ー(

九
六
一
年
;5
:

'̂
号)

、

,-—
ー
瓶
敏
氏「

披
大
铒
生
産
表
式
に
お
比
る 

'
固
'.
^
資
本.
め
：補

塡

と-#
徽

於

金

の

：積

立

：
て
に
つ
；
ぃ

て

」
(

経
済
評
論
、
：
一
九
六
一. 

一
一
年一

ー
暖
号)

、
は.
、
ぃ
ず
れ
も
パ
ダ
八
巧
を
表
式
上
、'実
現
さ
れ
ぇ
な
ぃ「

過 

.
剰」

*「

体
均
衡
避
因」

，
と
み
な
す
こ
と
に
反
对
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、

こ 

.
ホ
ら
の
人
々
で
は
：、1
こ
れ
を「

不
均
衡
要
因」

と.
し
て
、
度
業
循
環.
.
取
慌
分.

r f
r-
結
す
つ
け
含j

と
を
厳
に
排
さ
れ
る
f
:

' y:、

ノー
 

つ
：•.
他
方
、.
こ
れ
を
>
不
均
衡
耍
因」

と
1>-
'
'て
把
ぇ
を
れ
る
富
塚
^

^
0
/\
'

^ :
の
：

:

.
運
動
を
た
'だ
ち
に
産
業
循
環
片
ぁ
で
は
め
る
か
洛
的
款.
り
を
指
摘
さ
4.
る
：。
も 

'
ゃ
と
%-.
富
塚
氏
で
ば
こ
の
運
働
弩「

败
配
再
生
產
の
随
伴
現
象
>-
?-
:
.

:1
&
文-
' 

'.
二
'四
四
s
'
と
し
て
認
め
ょ
ぅ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
く
わ
し
い
.内
容
は
ま. 

だ
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。

:

■

v

:'
.
'

'

'

.:
-

■•
.'

.

恐

慌

理

論

：に
か

ん

.
す

る

一

論

点..,
.

こ
;0
点
:
：.
當

で

は
'
拡
大
苒
生
產
に
お
け
る
0
>
0
の
矛
盾
が
、
あ
る 

•.

局

面

：で

潜

在

化
'し
、
.
.
；
..；累
積

す

：る
が
.
，

.
厂「

こ..れ
ら

の

局

面

，で

圧

迫

さ

れ

う

.
っ'積.
さ 

"
れ
て
き
，た
C
2
V
P
が
、.
す
な
わ
ち
、

一
方
的
な
売
要
因
が
、.
猛
然
と
火
を
吹 

く
こ
と
；に
な
る
。..
.こ
れ
が
恐
慌
で
：あ
る
。」

(『

景
気
循
環.
の
研
究』

一
九
八
頁)

. 

と
：把
え
^
水

-：
?.
の
で
あ
る
か
ら
、' 
こ
れ
は
，
■循
環
分
析
.で
き
わ
め
て
蜇
要
な
要 

::
::_

ン'祖
A
し
，て
：位
®
^
け
ら
％
 
n

い
え
^

0.
し
か
'し

’

こ
れ
に
：つ
い
て
は
都 

•.
'
留
へ
高
須
食
氏
の
批
判
が
妥
肖
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
し
、
林
氏
の
体
系
良 

:■
;.
体
に
お
い
て
も
’

名̂
に
み
る
：ょ
う
に
、
こ
れ
を
む
し
ろ
補
足
的
要
因.
あ
る
" 

.

.
い
は
こ
れ
な
し.
で
も
恐
慌
女
理
論
的
に
説
明
で
き
る
ょ
^
な
一
楚
因
と
し
て 

:
ゝ
も
、
循p

分
，祈
が
，可
能
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と
も
思
わ
れ
る
0.-
"

へ
注
:1
'
都
留
::
*
高
須
賀.
两
は
、
0
八
^
、
を
過
剩
也
産
耍
因
と
し
て
把
え
る
こ 

と
に
返
対
さ
れ
、：

の
差
'を
実
現
す
る
た
め
の
貨
幣
を
..

「

広
い
意
味
で
の 

:

蓄
蔵
貨
幣
が
信
用
機
関
を
通
じ
て
社
会
的
に
利
用
さ
れ
?

(

前
掲
論
文
、
三
四 

'四
頁)

と.
想
定
す
る
^ ;
う
^ '
唱
ざ
：れ
て
い
る
。

■
■ 
一
.

'
:_

ぐ
'

.

:

'

:

.

. 

V 

.

.

':
'

、

ニ
:
.
'
'
:
.
■
..,

:

:

:

:.
-

1
■■.
本
稿
で
ぼ
、.

「

第
一
一
の.
問
題」

：：
の
研
究
^
，
.-
富
塚
良
ー
ー
：一
氏
め
：

「

恐

慌

論

の

菡 

本
構
成
I

再
^
產

論

：

A
J

恐
慌
論」

：.に
集
約
さ
れ
た一

連
の
諸
論
稿
"
林
直
道 

氏
'
S:
第
循
環
の
：靈

J
、：

豊
倉
三
子
雄
氏.
.

^
産
業
循
肩
論』

：を
中
心
に
見
て 

い
く
こ
と
に
し
：た
い
。
あ
ら
か
じ
め
断
？
で
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
右 

の.
ーー1.
氏
：
の
：カ

作

は

.
：い
：ず

れ
-
:%
恐

慌

理

論

体

务
^

稿

で

：
は、)

：̂

^
象

を

と

：べ

に

固

定
:̂

本
を
：め
ぐ
る
：
黛
.
ニ
0 .
問

題
,-
:

に

限

定
 

L
ltc
た
め
、ノ
各
兵
の.
恐
慌
理
論
体
系
を
と
り
あ
げ
、.
；：
.
そ
の
^

か
“で
、：
こ
の
問
題

八一 .
(

九
三
九
}



が
い
か
に
と
，り
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
ぅ
点
に
ま
で
論
及
で
き
な
か
っ
た
こ 

と
で
あ
る
。

•
な
^T
こ
の
他
、
本
稿
で
は
紙
数
の
制
限
の
た
め
と
り
あ
げ
ら
れ
な
が
っ
た 

氏
；ゆ

観
_

過
衝.
の

凋

期

敝

固
_

本_

^

矛
辑
を
中
心
と
し
て」
、

北
古
贺
勝
幸
氏
の「

固
定
資
本
と
恐
慌
に
関
す.
る
.一

考
察
/

「『

签
本
的
矛
盾』

と
そ
の
累
積
機
構
に.
つ
い
て——

循
環
論
へ
の一

(

注 
4)  

-
 

.  

.  

- 

-

 

試
論」

が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
す
ぐ
れ
た
分
析
を
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

注
意
し
て
お
き
た
い
。

.(

注
1)

'
:講

座『

恐
慌
論
4

茁

'■(

注
2)

.,
'-
神
奈
川
大
商
啟
法
論
叢
，l
i八
卷
三
号
。

■

'

;•
>
'

(

注
3)

熊
本
'商
大
論
集
、
.

七
号
。

. :.

.•

.(

注
4)

赌
本
商
大
論
集
”
九
号
。
；
>

.

⑴

富
塚
氏
は
、
部
門
関
連
の
視
点
を
と
り
入
れ
な
が
ら
、
蓄
積
進
展
の
過

,

.:■(

注 
5

>
ノ
 

■

…

 

.

-

程
を
精
カ
的
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
：；っ
：：

. 

.

富
塚
氏
は
ま
ず
；'
，所
与
の
生
産
力
灰
準
と
、
そ
れ
に
照
応
し
た
資
本
構
成
、
 

剰
余
価
値
率
に
ょ
っ
て
部
門
構
成
が
規
制
さ
れ
、
.こ
れ
ら
に
ょ
っ
て 
'

「
均
衡

(

注 
6)  

. 
, 

. 

•

蓄
積
経
路J

が
規
矩
さ
れ
る
こ
と
、
し
た
が
.
っ
て
^
ハ
蓄
積
過
港
に
お
い
.
て
、
生
.
 

産

財

に

対

す

る「

投
資
需
要
1-
と
、
消

費

財

に

対

す

る

「

消
費
需
要
,-
'

と
ぼ
、
,. 

所
与
の
生
產
ヵ
の
永
準
：に
対
応
レ
た
.
ー.
定
の
徵
造
連
関‘
：—*
定
の
相
互
比
率
を
：：
 

保
持
し
つ：

つ
、
,

——

生
産
力
の
变
化
し̂

場
合
：に
は
、
構
造
連
関
ニ
相
互
比
率
. 

を
ち
ち
た
に
そ
れ
に
対
応
：せ
し
め
つ
つ
、

——

増
加
し
て
ゆ
か.
ね

ば

な
.lb
'
な
い 

こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
考
察
，に
た
っ
て
、
銮
積
途
上
に
ぉ
い

.
て
、

一
定
量
の
，固
定
資
本
が
投
下
さ
れ
る
と
、(

と
く
に
労
働
手
段
生
産
部
門
の
ゾ 

場
合
、)

「

そ
の
機
能
を
維
続
的
に
発
揮
し
正
常
能
カ
で
の
運
動
を
保
持
し
て
ゆ

.

く
た
め
に
は
一
定
の
加
速
度
を
も
っ
‘ト
す

る

昏

積

が

進

行

し

て

、
ゆ

か

な

け

れ

ば

(

注 
7)

.

.

.

.

.

.

.

 

' 

.

な
ら
な
い」

(

傍
点
井
村)

こ
と
を
し
め
さ
れ
る
。

他
方
、-|
部
門
間
の
技
術
的 

::

ぐ.=

経
済
盼
な
関
連
性
：を
通
；じ̂:

:『

消
費
需
要』

0 .
大

い

き

：は，『

^

:

•-
.(

注
8)

の
大
い
さ
を
究
極
的
に
制
約
す
る」

こ
と
を
し
め
さ
：れ
る
。へ
-：,
こ
れ
は
、
部
門
関 

連
の
拡
点
な
し
に
成
良.
蓄
積
の
諸
条
件
を
考
察
^
る
立
場
や
、
'あ
る
い
は
：ッ 

ガ
ン
：流
の
|部
門
連
関
そ
全
く
任
:;
1;
に
操
作
し
て
均
衡
的
発
展
：の
：̂

^

.

，み
る
立
場
に
■対
す
る
批
判
と
し

て
適
切
な
指
摘
で
あ
り
、.
当

面

.の

問

題

を

考

察 

:

し
て.
い
く
た
め
の
拣
飑
と
し
て
注
目
す
ベ
ぎ
も
の
；で
あ
る
。

.

/

以
上
の
ご
と
き
:■-»'掏
衡
萘
積
経
路
t

の
分
析
に
た

っ
て
、
富
塚
氏
は
、
現
実 

'■
:
め
資
本
册
的
蓄
歡
ぬ
お
い
て
、
か

か

るr

均
衡
蓄
積
経
路」

' 
か
ら
離
脱
し
て
い 

■
く
諸
傾
询
を
究
明
さ
れ
る
？
& .
も
有
カ
な
要
因
‘は
、
第.r

部
門
と
く
に
第
一
.部 

.

門
，用
生
産
手
段
生
産
部
門
の「

自
立
的
発
展」

傾
向
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
丨
産 

カ
の
発
展
に
よ
：°
て
，':
'-
ー
部
門
構
成
の
高
度
化
が
促
さ
：れ
る
時
に
は
、「

一
層
強
化 

さ

れ

、
る
。
'
さ
ち
に.
、.
'生
産
手
段
生
適
部
門
に
お
け
ん
長
期
の「

建
設
期
間」

の 

も

と

で

，
の

販

康

.
な

き

購

買

：の

.
続

行

が

、
.，
こ
の

.
傾
向
を
倍
加
す
る
。
こ
ぅ
し
た
生 

;
產
手
段
の
継
続
的.
需

要

：に

と,'
%
な
い
、

一
砠
の
関
連
産
業
諸
趴
⑺
の
拡
張
の
誘 

発

一
►
雇
用
潜
次
•
消

費

需

要

増

大

一
^
第
一I

部

門

拡

張

一

►

一

層

の

第

一

部 

門
の
拡
張
4
:
,

:
:ぐ

と'い
ぅ
誘
発
的
過
程
が
つ
づ
く
。
0

こ
ゲ
し
た
分
析
を
通
じ
て
，：

富
塚
氏
は「

生
産
諸
部
門
と
の
技
術
的
"
経
済 

的
な_

連
性
に
：ょ
；っ
て
規
定
さ
れ
る
拡
張
速
度
に
比
し
て
過
大
な
投
資
が
お
こ 

な
ゎ
れ
た
場
合
、'-
そ
れ
を
調
整
し
均
衡
経
路
.へ
と
収
歛
せ
し
む

ベ
き
自
動
調
節

機
構
は
資
本
制
的
動
態
過
程
に
か
b
i

i i
g.」

.(

傍
点
井
村)

、「
…

…

主
要
な
産 

業
諸
部
門
^
お
い.
て
、
ひ
と
た
び
過
大
投
資
：へ
の
か
な
り
に
強
力
な
動
き
が
^
 

ず
る
な
ら
ば
、.

そ

れ

ら

は

相

互

..に

誘

発

し

あ

っ

て

自

己

，累

積

的

に

そ

の

：

f

自

立 

的

発

展』

を

：加

重

せ

し

め

：て

ゆ

ぐ

べ

き

運

命

に

^

^」

と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
：
 

な
が
ら
、
>」

'の
過

程

に

；お

い

：で
；
は

、
：

'発
展

が「

生
1

水
準
に
1

す
べ
き
部_ 

.

.

.門
間
の
技
術
的
"
経

済

的

な

関

速

性
に
：：：

よ
，
る

制

狗

を

越

え

た

4
自
t
的i

発
展
、

,

で
あ
っ
た
と
し
て
^
，
そ
れ
は
そ
れ
で
ま
だ
、:'
'
'雇

用

增

大

一

>
消

費

需

要

增

大
 

を
通
じ
て
逆
に
全
体
と.
じ
て
0 '
苒
生
產
の
規
模
と.
水
準
と
を
い
わ
ば
上
：か
^ :
引
. 

き
ず
り
上
げ
て
ゆ
く
の
で
あ
^-.
::.
1-.
か
か
〃
る
発
展
は 
' 長

■
の
"「

建
設
期
間」 

の
介
在
土
あ
い
ま
っ
て
、.「

不
均
衡A

J

し

て

の

顕

在

化

を

：
先

.
へ
先
へ.
と
お
し
ぞ 

:

っ
て
ゆ
く
有
カ
な
要
因
と
じ
'て
作
用
す
る
«_
°
.

:
と

さ

，れ

る

9 

.

:

。

.

...
と..
こ
ろ
が
、..，富
塚
氏..
に.
お.
い
：て
は
ノ.
.こ....
の..
よ..ぅ
：に.
先.
へ
先.
へ
と
^

'
た

「

不
均
衡
し
は
^
そ
れ
自
体
么
し
て
は
ノ
そ
れ
以
上
ー
追
求
さ
れ
な
い
。
;:.: 
'
'.

い.
そ
れ
は
、
富
塚
氏
が
、
か
が
る「

不
均
衡」

：
を..
は
ら
ん
だ
加
速
度
的
# '
積
の. 

限
界
を
、
' 

:

賃
金
騰
貴
に
起
因
す
る
蓄
積
率
の
減
退
.に
も
と
め
ら
れ
る
か
：ら
亡
あ 

る

。

す

な

：わ

ち

、

,'.
富

嫁

氏

は

、
.
蓄

積

の

繼

限

的

拡

張

か

.
ら
、
：産
業
予
備
軍
吸
’. 

;取
1

賃
金
騰
貴
一
>
利
潤
絶
対
量
:0,
波
少
を
伴
ぅ
ャr

一
 
般
的
利
潤
率
の
強
い.

•'-
:
突
零
の
：低
落』

蓄
積：•

生
產
：の.
停

傾
.(「

栗

.
の
：絶

対

的

氣

」

：

)

:...
'
•が

：：

生

^

、

.
■;
か

か

る「

蓄

積

■の衰

退」

，
：は
'
.■
'..

「

1
狭

隘.
な

名

消

費

限# '
'.』

へ
.に

よ

ぺ

っ

て

究

極

时

に 

•■
;.
制

約

さ

れる
.
囊

現』

く
：
の

条

件

：の

間

題

が

ト
：
：* :
分

に

囊
,u
て」

い

る

と

こ‘
 

ろ.
で

は

、‘，

『

西

生

産

過

程
.
の

全

面

的

攪

乱

』

..

.
を

惹

起

す̂-
こ
と
と
^ ^
沾

と

い

わ
 

.

れ

る

，
の
で
あ
る
々

 

*
-

■

、£
3̂)

「

実
現」

の
問
題
と
、
右
の
ご
と
き
1
資
本
の
絶
対
的
過
％」

と
を
内
的
.に
連 

■
,
' .
:
v 

k

慌
理
論
に
か
ん
す
る
：

I

論

腐

：
パ

.

:

繫
づ
け
：よ

う

：と
ざ
れ
ふ
と
こ

ろ
に
、.
.富
塚
氏
の
恐
慌
理
論
体
系
の
特
徵
が
あ

る
 

の
で
あ
る
が
、.

そ
め.
全
体
的.
な
考
察
は
策
の
機
会
に
ゆ
ず
り
:'
•

こ
と
で
は
、
当 

面
の
問
題
と
の
3
^
で
、'.
つ
：
ぎ©
点
の
み
を
指
摘
し
て
お
き
た
'い
。

,-
■
そ
れ
は
"
加
速
度
的
蓄
積
の
酿
界
を
、
あ
ぺ.
ま
で
も
、.賃
金
騰
貴
に
起
因
す 

.

る
蓄
積
率
減
潘
に
も
と
め
ら
れ
た
：た
め
、
'加
速
度
的
蓄
積
過
程
に
内
在
す
る
不 

:
均
衡
：の

囊

^
^
実
現
ヶ
問
^
の
據
熟
の
分
析
が
っ
充
分
お
^
す
す
め
ら
れ
な
い 

.
結

果

：に

な

：
っ
て
い
：
る

0 '
で

は.
な

：い
か

：と

い

う

点

で

あ

る

。
へ

.

.

,
' ,
富
塚
氏
は
、
ま

ず「

均
衡
経
淨
'
に
比
し.
て「

過
大
な
投
資」

亦
行
な
わ
れ
尤 

.

場
合
、：

「

そ
れ
を
調
裝
し
均
衡
経
路
へ
収
斂.
せ
し
む
べ
き
自
動
調
節
機
構j

が
な 

:
い.
こ.
と
^
確
認
さ
れ
セ
う
え
で
、：
こ

の.「

自
立
的
発
展」

自
体
が
雇
用
增
大•  

消
費
増
大
を
通
じ
て
全
体
と
じ
て

の
再
生
産
^
模
の
：增
大
を
惹
起
す
る
か
ぎ 

..
り
、
-'「

f
立
的
発
展」

.

「

不
均
衡」

を
先
へ
ひ
：き
の
ば
す
こ
：七
に
な
る
と
指
摘 

さ

打

る
,0
し
か
し
な
が
ら
、：
雇
用
増
大..
消
費
増
大
を
通
じ
：て
誘
発
的
に
再
生 

'産
規
模
^
拡
大
し
て
い
く
過
程
は
ま
た
、
生
産
力
の
向
上
と
.結
び
つ
い
た
固
定 

資
本
の
規
物
的
填
補
の
同
時
集
中
，•..
と
く
に
固
定
資
本
の
.追
如
投
資
の
同
時
集 

:

中
を
通
じ
て
、：
大
1
的
な
1
^
的
購
買
の
集
中
を_
も
た
ら
し.
、：：斯
い
1>
'
第
：：ー
部 

門
の
：
.-l:n

n

立
的
発
展」

へ
の
傾
向
：>
不

均

衡

化

：を

促

進

し

：
て
：
い
<

作

用

を

も

っ 

と
い.
わ
ね
ば
な
ら
な
い-o 

.

,

.

.

. 

.

.

.

;'
%.

.'
v
、
:..
'こ

■の
：よ
う
^
誘
発
的
な.

^
度
的
拡
張
裏
が
新
し
-1
>
不
均
衡
を
う 

み
‘だ
し
マ
し
た
が
？
て
不
狗
衡
の
：顕
在
化
が
よ
り
強
ま
り
つ
：つ
先
に
の
ば
さ
れ 

t
t
.い

多

に

す

ぎ

な

い

も

の

:̂
す
れ
ば
、.
何
故
、
：不
均
衡
の
：顕
在
化
が
そ
れ
自
体 

」

と
1 .
て.
一
^

働
カ.
不
足
に
起
因
す
各
蓄
積
率
の
減
退.
と
：：い 
>
壁
な
し
に
|

 

考
え
ら
れ
得
な
い
'©
で
あ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
.

不
均
衡
が
充
分
i

し
て
い

八
三.

(

九
四1

)



る
も
と-
で
、.
貴
金
騰
貴
に
起
因
す
る
蓄
積
率
の
減
退
が
生
ず
れ
ば
、
こ
れ
が
全. 

他
的
過
剩
を
惹
起
す
る
こ
と
も
，あ
り
得
る
で
あ
ろ
-5
.°
し
か
し
"
問
題
は
、「

不 

均
衡
と
し
て
の
顕
在
化」

が
賃
金
騰
貴
に
よ
る
蓄
積
率
減
退
な
し
に
は
、
な
ぜ 

考.
え
ら
れ
得
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
も
し
賃
金
騰 

贵
に
よ
る
蓄
稍
^
減
退
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
誘
発
的
な
拡
張
は
い
つ
ま
で
も 

,
不
均
% /
を
先
へ
先
へ.
と
の
ば
し
て
い
く
位
の
■累
積
的
な
速
度
で
進
ん
で
い
き
う 

る
の
力
と
しV

う
.

こ
と
■で
1あ
る
\°
.
 

■
..

」

以
上
の
^
を
考
え
て
く
る
と
、
問
題
の一

つ
は
、

「

’過
大
な
投
資」

に
と
も 

な
う
誘
発
的
な
拡
大
が
、

「

不
均
衡」

.
を
先
へ
の
ば
し
つ
つ
、
潜
在
的.
に
累
積
：
 

し
て
い

く
メ
力
ニ
ズ.
ム
で
ぁ
り
、
；ぃ
ま
一
つ
の
問
題
は
、.
と
：：の
'で「

不

均

衡

」

：..
.
:
:
の 

潜
在
的
進
行
の
限
界=

「

不
均
衡
と
し
て
め
顕
在
化
1!-

S
'

必
然
性
を
何
に
V
と 

，め
る.
べ
き
か
と
い
：う
こ
と

で

あ

り、
.
こ.
：れ

ち

に

つ

い

て

は

、
，
：

'賃
金
騰
貴
に
よ.
る_. 

蓄
積
率
減
退
を
導
入
す
る
以
前
に
、
な
お
大
い
に
検
討
す
べ
き
余
地
が
：あ
る
よ 

.
う
に
思.
^

る̂
。
. 

.

'

 
.

.

.

.

.

:

S

5

)

，：
論
文
は
张
常
に#;
i

^

;
.

と
乂
吃
前
屢
文
：、

「

恐
慌
論
の'
甚
本
構
成」

.

:

を

中

心

と

し

て

、

4-(
「
P

定

資

本

と

加

速

度

的

蓄

稹

1

%

川

泰

iE
:

氏

.
-T

不

說

等
 

発

展

：と

消

費

限

界

』

ヽ

に

よ

* :
で

」

一
7

1 '
済

評

；i

r

 

1

九

基

笔

五

月

号

)

.;-
.

前

掲

：

,

論
文
“

拡
張
再
生
蓖
過
海
と
：固
定
貧
：

:̂
'

©;
©:
^

、「

資
灰
蓄
積
と
成
潤
率
の' 

傾
向
的
低
落』

'

(

経
摘
|
£

論
，
：—*,
九
大
0 ;
¥-

六
月
号)

ー
が
あ
げ
ら
れ
上
う。' 
”

...S
6
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#
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注 
7

)

同
右
、一

一
ー

丄

ー

頁

。

;'.
.:
''
'

'

,

.

.

.

' .(

注
：8)

同
右
、.
一
四.
'一
直
，
：.：:

:

.

'
V

:

 

'

(

注
10
ブ
同
右
、一

i

五
頁
。
 

、

(

注
11
>

同
右
、

一

一
八
頁
*

(

注

1 3)
「

資

本

の

絶

対

的

過

剰

」

に

か

ん

す

る

か

か

る

把

握

に

社

、

疑

点

が

あ
 

■'
•-

へ
る
。

こ

の

点

、

.
：.
；拙

:| 1
:
■-,

生

灌

ヵ

の

発

展

と

：廣

本

制

®

.•..

展』

I

『

資
本
論』

，第
三
部
第
三
篇
第
十
五
章
を
め
ぐ.
つ'て」

(

一

iii

田
学
会
雜

.
v,
:

m

、

3:
3 :
s -
Eg
: s

:

i

:

l

o

J

S

■

■

:

.

(

注

1 4)

：
富

塚

氏

は

、

「

も

し

仮

り

^:
V

の

雇

用

増

大

丨

|

消

費

需

要

増

大

の

速
 

:

度

が

、
，
.『

良

立

的

：』

；発

展

0 ..

『

自

立

性

』

自

体

を

(

後

か

.
ら

後

か

ら

と

)

解

消

せ
 

し

め

て

ゆ

く

ほ

ど

に

火

で

あ

り

え

た

と

す

れ

ば

…
…

V

不

均

衡

』

と

し

て

の

顕
 

,

在

化

は

、

無

際

限

の

前

方

に

お

し

.や

ら

れ

て

ゆ

く

こ

と

も

可

能

で

あ

ろ

う

と

推
 

,

論

さ

れ

る

か

も

し

れ

な

.
い

。
：
だ

が

し

か

し

、

そ

れ

に

は

、

資

本

関

係

に

ょ

っ

て
 

.

.

規

定

さ

れ

る

一

宠

の

越

え

え

な

い

限

界

が

劃

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る

」
(

同

右

、

一

一

八

頁

)

.

と

い

わ

れ

る

。

.

こ

の

よ

う

に

、

•「

だ

が

し

か

し

」

と

し

て

、

«

を
 

.

:
:

騰

貴

—

利

潤

率

下

落

に

よ

る

:'「

阪

界

」

令

導

入

さ

^

る

^

め

、

.右

の

ご

と

き
 

'.
;

- 1
'
推

論

」

' ',
に

対

す

る

富

塚

氏

：の^-
:

解

は

明

ら

が

と

な

つ

て

い

な

い

。
，

-
 

.

.

.

.

.
■

ノ
-.
■
.
.■
:

, 

-  
.
.
. 

. 

:
-■
. 

■

 

• 

■.

.

.

( B
)
:
 

f

 _

历

の

：
：
：

『

景

気

循

環0:

研

究』

：
：
は

，
，
热
 

に
ま
で
具
体
化.」

し
よ
う
と
さ
れ
た
：野
心
的
労
作
で
あ
る
が
、そ
の
第
一
S

「

恐 

慌

環

の

再

，生産
構
造
が
は
、

「

恐
慌
•循
環
論
の
基
礎
範
疇
と
し
で 

の_

定
資
本

」
；(
を

电

軸

と

し

て

考

書

れ

：
て

い

?>
'
.
.
。;::

:

ど

こ.
ろ

で‘
林

氏

が

；
產

業

循

環

を

、

..
'
固

定

資

本

の

特

殊

处

再

生

產

を

中

心

と
 

し
て
分
析
さ
れ
る
と
ぃ
ぅ
場
合
、.
内
容
的
e

は 
一—-
っ
み.
問
題
が「

ふ
く
ま
れ
て
い

る
。

.

'

: 

.

-

 

.

.

. 

V
 

..

す
な
わ
ち
ノ
林
氏
は
、.
前
^

「

第
4
の
問
題」

：と
し
て
紹
介
し
た
と
こ
.
ろ.  

,

の
、-.拡
大
再
生
産
に
お
い
て

,
.
は|1
1
定
資
本
の
貨
幣
的
塡
補
02
;
"
'
ー

方

的

販

売
 

が.
，

現

実

塡

補

じ

卩

士

方

的

購

買

を

、
，
上

廻

る
.と.
い
5
こ
と
を
、
現
実
の
過
剰 

生
虚
要
因
と
み
处
し
、.
7
こ

の
- |
拡.
大

再

生

；産

に

伴

う

わ
o(

t
lM L
J
が

、 

あ

る
局

面

：で

潜

在

的

に

累

稹

し

、.
:.
'
'

「

と

れ

ら

の

局

面

で

'庄

迫

さ

れ3 '
;
っ
；稹

さ

；れ
へ 

て
き
た
0
2>
0
1..
が
、
す
な
七
ち
一
方
的
：な
売
要
因
が
：、
猛
然
と
火
を
吹
く 
■こ 

.
と
に
な
る
。
：'こ
れ
が
©
1̂
で
あ

る」

と

規

定

さ

れ

る

。.
：そ
し
て
論

理

構

成
.
と
し 

て
は.
、.

こ
の
，8
2>
0
1
.

の
矛
盾」

が
直
ち
：に
発
現
せ
ず
に
、''.
'ー：定
期
間
、
潜
在 

化
し
累
積
す
る

メ
カ
k
ズ
：ム
は
何.
か
：、
と
い
う
形

で

、
本

稿

，で

対

象

と

し

て

い

， 

る

「

第
一一

の

問

題J.

.を

と

り

ん

げ

ら

れ

る

の

であ

：る.
。
.

.

_ *
?- 

•

こ％
;「

第
一
：
一

の

間

題

」

：
に

つ

，
い

：
て

，

#
氏

は
-'
あ

る
期
間
に
わ
た
っ
て
^
砠
--. 

(

売)
.；：

と
需
要.(

買)

と
：を
分
離.
さ..せ
る
：:「

再
生
産
の
弾
力
性
I

循
環
的
発
展
V 

の
可
能
性
I

の
.
根
挪」

と
し
て
：

(o
c ,
と
a:
と
の-
量
的
乖
離
？

ぉ
よ
び
⑵ 

m
a
A

'

と.
！

n
a

B

と
の
量
的
乖
離
、
と
を
強
調
：さ
れ
、
こ
こ
：か
ら
循
環
を
説
明
し 

よ
う
と
さ
れ
る
ゾ
具
体
的
に
は
、':
'

固

定

資

本

の

現

物

的

塡

補

，は

、
：

.r

市
場
の
び
'

.(

注
20
.

)

.

.

ら
け
ゆV

き
ざ
し
の
見
え
た
活
況
の
诗
期」

.
に
集
中
的
に
行
な
わ
れ
、
こ

れ

，

に 

よ
る一

方
的
購
買
：の
集
宁
布
場
め
創
出
ハ
ぐ
加
1

的
拡
張
の
誘
発
が
つ
づ.
く
、
 

そ
し.
て
そ.
0.
後
同
時
摩
中
的
な
現
吻
的
:«
補

の

衰

退

が

生

，じ

て

も

、

.

新

投

資

の

： 

同
時
集
中
に
よ
る
固
定
嗜
本
の
大
量.
め
需
要
創
出
が
続
;<
#
め
、,-
更
新
衰
：退
に
：. 

よ

る

需

要

の

：
ー
：
せ

.
い
減
退
が
力
ヴ
ァ
;:
|
さ
れ
る
、，':し
：か
も
こ(

の
：
間〖「

固

定

設

備 

の
建
齔
期
間
,--
が
こ
の
誘
発
拡
張
を
f

:f
る
、'.
I

’「

だ

が

蓄

積

.
の

法

服
 

s
a

.(A
;t

ll:'In
a

(B
)

-
.
の
东
す
よ-
う.
に.
、

こ
の
拡
張
も
ま
た
結
局
ば
剰
余
鉱
値
の.

;

恐

慌

理

論

匕

か

ん

す

る

：一

.
論

成
; -
:

.

,
:'::'

 
.

'■
■

:
限
界
に
し
ば
ち
れ
て
い
る
以
上
、
急
激
な
テ

ゾ
ポ
の_
蓄
積
強
は
社
会
的

蓄
積 

源
泉.=

貸
付
貨
幣
資
本

(

そ
の
主
要
な
み
女
も
と
は
剰
余
価
値
で
あ
る)

を
.蕩
尽 

...
■
し

、「

ほ

と

ん

ど

絶

対

的

：な

貸

# .

資
本
の
不
足』

(『

資
本
論』

第
三
激)

、が
生
じ
、
 

こ
0
チ
ン
ポ
の
.持
続
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
。
こ
の
蓄
積
源
泉
の
枯
渴
が
信
用

.

.
払
底
、
::
;
利
子
率
の
昂
騰
と
し
ヤ
現
わ
れ
、
こ
れ
と
結
び
つ
い
て
蓄
積
テ
ン
ボ
の

.

.

.

.

.
■:
:

 

-
V

 

.

(

注

2 1) 

•

ス
，ロ.
丨
タ
ゥ
，シ..
が
さ
け
が
た
く
な
る
。|_
へ
傍^
#
f t)

他
面
で
は
、：
誘
発
的
拡 

張
の
結
果
、
機
能
固
定
資
本
/の
歷
大
化
、
生
産
物
供
給
の
塘
大
化
が
.を
じ
、
 

「

固
■

ヰ
私
ょ
'び
蓄
積
剰
余
価
値
の
r『

売

の

長

期

的

：一

方

性

』

の

原

理

が
y

面 

的
に
作
用
し
は
じ.
め
るJ、.

.

こ
こ
に
逆
転
が
不
可
避
と
な
，る
と
い
ぅ
の
で
あ

る
.

° 

.
:',
奴
上
にf

v '
v-
"
林
氏
が
、
0
"
' .-,
-'
'
目

：&

の
同
時
集
中
の
必
然
性
'を

「

胃
を 

産
の
濟
カ
性
|

循
環
的
発
展
の
可
能
性.」

の
基
礎
と
し
そ
強
調
し
、
こ
れ
を 

:「

資
本
ま
義
0
基
本
饷
矛
盾」

の
現
わ
れ
で
あ
る
'/「

生
産
の
無
政
府
制」

か
ち 

'把
え
ょ
ぅ
と
さ
れ
て
い
る
欢
は
、
：'注
目
す
べ-.
き
点
^
あ
る
。
も
，°
と
も
、
固
定 

資

本

：
の

現

物

的

塡

補

：
の

集

中

す

名

時

期

に

つ

ぃ
て
は
、

一
般
に.
み.
ら
れ
る
不
況
：
 

来
期
説
、.
'不
況
i
好
祝
転
換
期
説
に
対
し
、.
林
氏
は
活
況
I
繁
栄
前
段
階
を
と 

あ

れ

：
る

が
> 
こ
れ
ら
い
ず
れ
.の
見
解
に
つ
い
て
.%
:マ
諸
資
本
間
0
競
争
に
か
ん 

,^

石
歴
史
的
、
理
論.的
研
究
を
通'1
:

て
：な
お
検
討
の
余
地
.

が
：あ
る̂

の
；と
思
わ

',
と

と

ろ
で
、
以
上
に
お
：い
：て
、
林
氏.
は
、
不
均
衡
の
累
積
の
限
界=

不
均
衡 

の
顕
在
化
を
、
：.「

蓄
潰
源
康
の
：枯
渴」：

：'f
c
も
と
め
ら
れ
、一  a

れ
が
'貸
付
資
本
の 

:

不
足
i

利
子
率
昂
騰
一
^
蓄
積
率
減
退
と
し
て
瑰
わ
れ
る

と
さ
れ
：て

い
る 

.
が
、-.
し
か
し
な
が.
ら

- '
こ
;©
:
こ.
と.
の
；説

明

は

、

.

.：「

蓄

積

の

法

則'

m
aA

 H
xn

a
B

の 

示

す

ょ

ぅ

に

、
；
-•
の

拡

張も
ま

た
結
局
は
剰
余
価
値
の
限
界
に
し
ば
ら
れ
て
い

,
:

■:

:
v
 

.八
五.
.(

九
四
三)

'
■■



る」
I

う
こ
と
か
ら
だ
け
で
は
，
不
充
分
だ
と
思
う
。
加
速
度
的
な
新
投
資 

が
す
^
む
と
と
ろ.
で
は
、M
の
絶
対
量
は
き
わ
'め
て
増
'大
す
る
は
ず
で
あ
る
し
、
 

^

£

^

,

0
 
.
信
用
：：-:
*-
株
忒
等
に
ず
石
把
会
の
虐
蔵
貨
幣
办
利
用
を
通
芯
ヤ
新
：
 

投
資
が
行
な
わ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
源
泉
の
大
部
分
が
M
で
ふ
る
と
し
て 

も
:'
'
少
な
X
と
も
一
循
環
を
考
察
す
る
場
合
に
は
、
i

>
n
i

w
 

0 

T 

「

し
ば
ら
れ」

‘
て.
い
な
い
新
投
資
も
充
分
考
慮
す
べ
き.
は
ず
で
あ
る
。.
と
す
れ 

ば
、

「

藉
fc
源
衆
の
枯
渴J
の
た
め
、■
も
は
や
累
積
的
な
固
矩
資
本
の
追
.加
投 

資
に
よ
つ
：て
，.:「

不
均
衡」

：.
を.
先
に
'の
ば..し
；て.
い
：く
こ.
と
が
：..で
き

な

く

な

る

と_ 

い

う

命

題

甘

、

，
「

不

均

衡」

の
'累
積
•
し
た
が
つ
て
そ
れ
を
先
に
.の
ば
す
た
め 

に
必
要
な
紫
積
的
蓄
積
に
対
し
'て
：、
^
ぜ
、

い
か
に
し
て
、M

a
A

た
も
と
づ 

く
蓄
積
^

フ
ス
蓄
蔵
貨
幣
の
：利
用
額
が
不
足
す
る
の
か
と
い
う
点
を
、
よ
り
厳 

:
密
に
論
証
す
る
¥:
要
が
^ :
る.
の
^
ぼ
な
か
：ろ
:'
5
'

か
。'
と
ィ
に
>

.#
用
4
株
式
.を
ン 

通
じ
て
の.
各
種
：0
蓄
蔵
貨
幣
め
利
用
^
も
太
づ
：
.<
固
定
資
本
の
：追
加
投
資
を
、ゝ 

い
：か
に
循
環
分
析
の.
中.
へ
理
論
的
に
導
入
す
る
か
.、
そ
の
限
界
を
い
か
に
把
え 

る
か.
、：
と
い
之」

と
は
ノ
き
わ
め.
て
童.
要
か
問
題
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
こ
れ
は 

信

用

論

め

：
問

題

と

.
し

，
：ー

 
苽
捨
象
さ
れ
：る
傾
向
も
あ
つ
た
が
、「

不
均
衡」

の
累
積
の
限
界
を
考
え
て
い
：け
ば
.；、

こ
の
問
題
と
の
対
決
は
避
け
ら
れ
な
い
の 

で
は
な
か
：ろ
う
か
。
: .
:
こ
の
点
、-:
'

「

蓄
積
源
泉」

.，を
積
極
的
に
とり
扱
わ
れ
よ
う“
 

と
ず
る
林
氏
の
展
開
に
：期
待:1.
た.
：い
。
::
:

:

':
':

.
最
後
に
、:'..
林
氏
の
循
環
分
析
に
か
ん
す
る
よ
り
大
き
な
疑
問
：は
，：

固
定
資
本. 

の
；
現

物

的

塡

補

，
の

同

時

集

中

•

新

投

資

の

集

中

に

，
よ

る

-1
'社
会
的
均
衡
を
無
視 

し
た
盲
目

.̂

熱

狂

的

：な

投

資

の
-*
大
^
5
.」

'.
:
'

と
，
そ
れ
に
つ
づ
べ
ブ
ー
ム
の
ノ 

.「

偽
勝
的
満
開」

(

傍
点
井
村)

、
爆
発
、
と
‘い
う
右
の
分
析
が
、
恐

慌

は
n
p
v
p

.
 

八

六

(

九
四
四)

:
:

の
矛
盾」

の
累
積
•
爆
発
で
あ
る
と
い
う
命
題
と
か
ら
み
合
っ
て
い
る
た.
め
、
 

循
環
分
析
に
か
え
っ
て
不
明
確
な
点
が
生
じ
て
い
る
の
‘で
は
な
い
か
と
い
う
点 

で
あ
る
。

表
式
分
析
を
通
じ
て
検
出
さ
れ
た
拡
大
再
生
産
に
お
け
るI9

c
l<

I(n
)  

P

傾

向

を

、
た

だ

ち

に

過

剰

生

産

：要

因

と

，し

て

把

え

、
恐

慌

を

こ

の

.
傾

向

の

紫 

積
>
爆
発
と
士
で
規
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
い
ろ
い
ろ
の
批
判
が 

出
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
、.•
林
氏
自
身
の
循
環
分
析
の
内
容
自
体
か
ら
みv

も
、
 

右
に
紹
介
し
た
と
こ
ろ
か
ら
も
う
か
が
あ
れ
^
ょ
う
に
、
恐
慌
をc

l<
p

の 

矛
盾
の
累
積
•
爆
発
と
み
な
さ
れ
る
規
矩
が
修
正
さ
れ
て
も
良
い
の
で
は
な
い. 

か
と
も
思
わ
れ
る
。C

1
C

C
2
.

の
問
題
を
、
単
な
る
補
姐
’的
一.
要
囚
と
し
て
も
、
 

「

第
4:
3 :
'
問
題
$
と
じ
て
紹
介
;1
>
た
'現
実
的
填
補
め
同
睁
集
中
と
：そ
れ
に
つ
づ
；
 

く
新
投
資
の
集
中
に
も
と
づ
い
て
す
す
む
ブ
ー
ム
の
-»
偽
蹣
的
満
開」

を
解
明 

し
，
そ
こ
か
ら
蓄
積
率
の
鈍
化
に
ょ

:̂
施

転
の
不
可
避
を
説
明
す
る

と

と
が
可 

能
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
か
。

.
■:.(

注

萝

：
枚
诉
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景
気
循
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研
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法
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同
右
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篇
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恐
慌
ル
景
気
循
環
の
；再
生
產
構
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一.章
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注
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注
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同
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直
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へ：：

パ。
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V

i

,

-

^

S
S:
.
.

同

右

、

：ニ
ー
ー
ー
四
茛

，

V

(
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%

た
ら
す
。，'し
か
も
' 

こ
め
過
程
^
ゆ
つ
，生.
産
カ
、，の
向
:_
1
1-に.
上
る
有
機
盼
構
成
2
農

：化
が
結
び.
つ
，く 

^
■'
■

周

笼

資

本

，
亦

長

■
の

「

建
設
期
間」

，.
を
要
す
る
た
め
、

一^
的
®
■

厥
の
#
 

続.
、
倍
加
が
七
も
な
う
'の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
第
—
部
門
中
心
の
過
度
な
^
張. 

は

：
一

層

激

化

さ

れ

.
る
。
こ
こ
で
は
、
価

格
•
利
潤
率
の
変
動
を
メ
ル
ク
マ
I
ル
' 

.
と.
.̂.

て

帝

な̂

;̂
る

生

産'の
增

減;.-
-
資

本.
の
：
..移
動
:«
い\わ
ゆ
る
価
格
；'メ.
ヵ.
；
ニ...ズ
"

ム

化

よ

る

奮

の

た

ぇ

ざ

る

均

衡

化

作

用

は

、

か
か
る

大

量

；
i

&>i

顆

實

’ 

.に
対
^

^

.
た

諸

関

連

を

作

り.た
し
，て
.い

，く

よ

う

に
.作

用

す

る
.
の
.み

で

あ

り
1

L
 

た

が

っ

て

、
.
か

か

る

価

格メ
*:
„>

ー
ズ
ム
は
む
し
ろ
長
期
的
な
発
展
の
た
め
の

「

屢

需

要

ね

よ;0
て.
蓄

名

办

た

諸

麗

」

'
か

ら

の

：
乘

；
離
^

不
均
衡
”
を

：ソ 

.「

潜
在
的」

.

.
に
^
敏
し
'て
い
く
方
向
に
作
用
す
る
の
■で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
価
.̂

利
潤
率
を.
メ
ル
、.ク..マ
：')-
:
ル
上
し
た
生
産.
の
'増
域,

.

'

一
.

'.
' 

.

.
.
:

.

.
■.

.
 
-
■,

.

:•
:
.
、

'■
'.
;:.
: . 

.-

恐
慌
理
論
ち
か
ん
す
る.
ー
論
克
：
：
：：
,-
''
-.
^̂ ̂

:

':
'':
..;:
.

資
本
の
移
撒
'=

需
給
の
均
衡
化
作
用
が
、
あ
ら
•ゆ
る
不
均
衡
を
た
え
ず
均
衡
化 

し
て
い
く
も
の
で
は
な
い
と

い

う

こ

と

を
確
認
す
る
こ
と

は

、き
わ

め

て
重
要 

.

，
で

：
あ

る

。
：

.

一
::
:
'.

'
:':
:-

\
w
 

::■
へ
'

..

:
:事

実;'
ご
の
点
を
全
：く
認
め
ら.
れ
な
い
宇
野
弘
蔵
氏.
に
あ
0.
セ.
は
、、
再
生
産. 

(

表
式
祀
1>
^
さ
れ.
て
^

る

奮

産

の

：
：：

.「

条

件

：
1
、
ば

、
生

：産̂增

減

，
資

本

の

移 

動

：
を

：
通

じ

て

.
の
‘た
1
ぎ

‘る

均

衡

化

過

裎

で

つ

ら

ぬ

か

れ

■る

^の
：：

と

し

；
て

の

み

杷
 

::え

ら

れ

：
て
1
ま
い
へ
、
：
1;
た.
が

づ

セ'ま.
た.
.「

実

現S

の

問

遊

は

、

恐

慌

、の
'必

然

性

の
分
析
に
は
全
く
入
り
こ
ま
な
い
/

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の

^

辦』

。

.

.

.

-> 
• 

. 

. 

. 

. 

.
<
f .
.
.
.
.
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

.
‘ 

• 

• 

■ 

>
: 

.

:,
(2
)

广
固
定
資
本
の
：現
物
的
塡
補
げ
追
加
投
資
の
同
時
集
中
が「

不
均
衡」

.を 

:潜
在

的

に

累

：積

さ

；
せ

そ

.
\,
>
く.
と
，
い;;
5
:
-
と

は

：、
.
ニ

；
応

基

本

的

に

明

ら

か

に

さ

れ 

て
い
る
が
、
し
，か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
な
..お
検
討
す
べ
き
諸
問
題
が
残
さ

:

れ
て
い
る
.0,
 

. 

: -
■: 

-

'-
>

ま
ず
、
固
定
資
本0.
現
物
的
塡
補
め
向
時
集
中
の
爾
原
因
と
そ
0

時
期
"
ぞ 

れ
疼
づ
づ
く
追
加
投
資
集
中
の
あ
り
方
の
問
題
が
あ

^

--
:

,

;

:

へ
：
ハ/

さ
ら
に
ま
た
、
：
資
本
著
積
ば
生
産
^

の
発
展.
と
相
互
刺
戟
的
.に
発
展
し
て
い 

べ
の
ャ
あ
る
が
、
:'

と
'
の
生
產
ヵ
ぬ
発
展
を
考
の
諸
過
程
で
：い
か
..に
関
連
づ
け
て 

い
く
か
と
い
う
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
：問
題
は

'：.
.
'

資
本
の
有
機' 

的
構
成
の
高
度
牝
を
右
の
諝
過
海
で
い
：扒
に
関
連
.-
)
':

け
る
#

と
：：い
:-
5

こ

ど

.だ

け 

_

に
と.
ど
史
ち
ー
ず:'
生
產
カ
0.

発
展_
に
；と
も
な
う
倾
値
革
命
と
そ
の
苒
生
產
の
諸
：，

裏

、

、-

.

.

(

注 
2
>
 

..V,-:

関

係

に

あ
,̂
え
る
諸「

援
乱」

を
、
さ
ら
に.
は
生
産
力
の.
発
展
が
も.
た
ら
す
生
；
 

産
物
の
使
用
修
値
の
«

大
化
-'
'
あ
る.
い

ば

労

働

カ

の

偭

値

の

低

落

を

、
ん
い
.
か
に 

位

置

ガ

け

ヤ1>
べ

か

と

：
い3 ;
;
点

：で

、
''

き
わ
め.
：て
童
要
な
諳
問
题
を
ふ
く
ん
で
、い

- 

'

.

•

.

-

 

-

>•
.
こ
.
.
. 

'

.へ.

.

. 

.

八

九

(

九
四
七)



る
。

こ
れ
ら
を
循
環
過
程
で
い
か.
に.
位
置
づ
け
る
か
と
い
ぅ
こ
と
は
，

-«
不
均 

■衡J
の
形
成
•
累
横
過
程
の
内
容
を
豊
富
に
す
る
た
め
の
み
で
は
な
く
、
つ
ぎ 

に
み
る「
不
均
衡」

の
累
積
の
限
界
を
明
ら
.か
に
す
る
た
め
に
も
不
可
欠
で
あ 

る
。-

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
循
環
過
程
に
お
け
る
価
格•  

i

率
の
運
動
の
解 

明
と
い
ぅ
上
と
に
な
る
が
，
こ
の
点
に
か
.ん
す
る
研
究
は
き
わ
め
て
遅
れ
て
い 

る

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

>

.

右
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、へ
果
し
て
そ
れ
を
ど
れ
だ
け
一
般
理
論
化
し
て
い 

け
る
か
ど-
い
う
こ
^
自
体
問
題
で
あ
る
が
、諸
資
本
間
の
競
争
を
中
軸
に
し
て
、
 

歴
史
的
分
析•

現
状
八
刀
祈
に
も
と
づ
き
つ
つ
、
で
き
ぅ
る
か
ぎ
り
理
論
化
し
て 

み
る
こ
と
が
必
；要
で.
あ
ろ
う
'.
°

. 

、
■

な
お
，「

不
均
衡
の
果
橫」

の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
と
い
ぅ
点
に
つ
い
て
は
、

本
稿 

で
：は
対
1
の
制
限
上
、>:
固

宠

資

本

：の

塡

補

4
新
投
資
の
間
題
；に
限
足
し
お
が
、？ 

す
で
^
ふ
本
备
定
資
本
の
嚷
期
办； _

期

的

、：

の
^

^
の
伸か

： .： .

滴
業
寶
：
 

本
€
^
准
、̂

機
の
介
在
、:-.
:.遵

資

本

:'
«

凋

-
:
株

式

等

の

諸

問

題

冷

考

寒

し
 

な
け
扎
ば
な
ら
な
い
の
は
い
ぅ
ま
で
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
本
稿
.で
対
象
と 

U
た
問
題
は
、
な

お「

不
均
衡
の
泉
積」

.

0
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
の 

一I

で
あ
る
と
い 

わ
ね
ば.
^
ら
，
.
な
い.
か
：
し
力
し.
.
こ
れ
は
最
も
重
要
な
基
軸
で
あ
り
，
他.
，の.■
諸
 

要
因
は..こ.
^
を.
袖.
足

し
.
倍
如
し
て._
レ
く
も
の
と
し
て
^
置
、つ
け.
る
♦】 .
と

が...
■.で 

き

る

と

思

.う

 

•.
.
.

⑶

'
っ
：ぎ

に

、
:-,
不

均

衡」

の
累
積
ー
の
限
界

=.

「

不
均
衡
0
顕

在

化」

ニ
の
：必

： . 

然
性
を
ど
C
に
も
と
め
る
の
が
と
：い
ぅ
点
に
マ
い
て
は
、
i

の
論
議
で
% ,
決
：
 

し
て
明
確.
に
さ
れ
て
い
ぶ
い
と
思
わ
れ石

。： ..

現
物
的
塡
補
の
同
時.
集

中

"*:
新

投

\

隽

の

集

中

は

、

長

期

的

な

発

展

の

：た

^

の
.：「

最

終

的

需

要

に

規

定

さ

れ

た

諸

関
 

連」

を
無
視
し
て
、
過
度
な
発
展
を
惹
起
す
る
が
、
据
大
な
新
投
資
が
L

な
テ
ン
ポ
で
続
き
う
る
か
ぎ
り
で
は
、
-
-
-
そ

れ

は

ま

た

新

し

い

不

均

衡

，の
形

成•

促
進
の
要
因
と
な
石
が
-

—

、
不
均
衡
の
要
因
は
一
応
先
へ
の
ば
ぎ
れ
て 

い
く
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な「

不
均
衡
の
累
積」

の
_
度 

が
何
に
よ
づ
て
劃
さ
れ
る
の

か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
課
題
に
な
る
が
、
こ 

の
点
に
つ
い
て
、
各
論
議
に
な
お
疑
問
点
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に 

み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
炎
こ
の
点
に.
つ
い
て
は
、
す
で.
に
ふ
れ
た
ご
■と
く
、
新
投
資
の
源
泉
を
ど 

5-
把

え

る

；が

と

：
い

う

問

題

が

:̂
る

。
：
.
再

生

產

表

式

分

析

.
で.
は
，
生
產
手
段
の
塡 

補
•
迫
加
投
資•

消
費
が
す
べ
て
各
年
々
の
総
生
遮
物
か
ら
行
な
わ
れ
る
と
み 

…

な
ざ
れ
て
お
り
、y

固
定
資
本
；の.
霞

資

衿

つ

い

て

も

、
蓄

積

基

金

積

：立

；て

、m
aA

 

の
銮
礎
の
う
え
に
は.
じ
め
て
新
投
資
の
現
実
化
I
B

が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ 

て
い
た
。

-L
た
が
っ
て
新
投
資
I

B

の
：同

時

集

中

は

、

■他
面
で
は
多
か
れ
少. 

な
か
れ
必
ら
ず
新
投
資.
の
衰
退
を
と.
も

な

：わ

ざ

る

を

得

な

い

.
し
、
こ
の
同
時
集 

中
が
誘
発
的
拡
張
を
も
た
ら
す
テ
，
ゾ
ポ
や
部
^
関
連
も
、
総
資
本
量
、：：
剰
余
価 

,;値
率
;:-
蓄
積
率..
資
本
構
成
等
に
'よ.
.
っ..て
お
'の..ず
と
規
定
さ
：れ
る..と.
考
え
：る
こ

'
 

.
と
：が
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
ハ
薪
投
罾
が
、.
信

用

.
株
式
に
よ
る
各 

種
'の
：蓄

蔵

貨

幣

の

利

用

：に
，よ
：
：
？
て

行

な

わ

れ

る

と

.
い

う

場

合
.
に
：
は

、.'
:
事

情

は

異
 

な
づ
ち
く
る
ァ
か
か
る
新
投
資
を
循
環
分
析
の
な
か
へ
い
が
に
理
論
的
に
導
入
 ヾ

す
る
か
、
そ
の
限
界
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
、
.と
い
ラ
こ
と
は
一
つ
の
重 

要
な
問
題
と
リ
又
よ
う
;-...

''.
く

_:ノ

:

さ
ら
に
：い
ま

r

つ
、
；
：

「

不

均

衡

の

顕

在

化

』

.：之

ぃ

ぅ

咸

に

：
っ

.
ぃ

て

、

固

定

資

本
'

の
過
.

犬
な
需
要
に
よ„ 
?

て
應
大
化
し
た
第t

部
門——

と
く
に
労
働
手
段
生 

産
部
門
が
、
：
固
定
資
本
の
長
期
の

>
「

建
設
期
間」

：
を
経
た
後
：に
、
供
給
：の
急
増
. 

を
も
た
ら
す
点
は
，V -
'

.

ろ
い
ろ
指
摘
.ざ
れ
セ
い
る
が
 

>
 

.し
か
し
、,:
-
:

こ

の

点

：
に

つ

.
： 

い
て
は
、
た
ん
：に
再
生
産
の
量
的
拡
大
に
よ
る
供

^ '

量
.
.の
嗜
大
ば
か'

り
，：で
は
.な 

く
、：
生
產
カ
の
発
展
に
よ
る
使
用
価
値
量
の
庞
吠
北
の
問
題
を
考
慮
：に
.い
れ
る 

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
再
生
産
表
式
分
析
で
：は
、

.」
；

定
の
偭
値
の
表
示
す
る 

便

用

価

値

量

：
の

変

^

^

考

慮

外

に

お

か

れ

た

;0
:
.で
あ
る
が'
 

現
実
め
市
場
の
諸 

:

関
邻
.

の
考
察
ヤ
は
、
こ
れ
株
重
耍
な
問
題
と
い
え
.

よ
う
。
：
こ
：の
問
題
は
、
；当
极
'/
>

'

.

生

産

カ'の
向

上

に

よ

る

労

働

カ

の

：価

値

：
：の
：

.
：低

落''
''(

労
働
者
大
衆
の
農
淛
辱
'

- .. 

の
運
動
と
の
関
係
で
把
先
ね
ゼ
な
ら
な
い
が
、
こ
う
し
た
視
点
は
今
ま
で.
の
 ̂

と
ろ
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
'0
'

.

_

‘

:

.

パ
.

:

:: 

.
く

⑷

.'
■

最

後

に

、：
固

定

資

本

を

め

ぐ

る

以

上
.
の

論

文

に
0

〗

ズ

は

、
^

慌
31

論

:' 

体

系

と

の

関

連

で

，.つ
.
ぎ
の
.
よ

う

な

問

題

が

出

ざ

れ

て

い

る

と

と

を

指

摘

し

て

.. 

お

か

ね

ば

汉

ち

な

い.V

 

:
. 

.

:

.

そ
れ
は
' 

固
宛
資
本
の.
再
生
産
の
特
殊
性
に.
焦
点
を.
お

；い

て

産

業

循

環

：を

考 

察
す
る
と
い
う
場
合
、
，そ
：こ
で
は
、
：「

恐
慌
0.
究
極.
の
根
她」

： .
と

,1
>
わ
れ
た.「

大
'■;

■. 

衆
の
窮
泛.AJ

消
費
制
限」

•「

也
産
と
消
費
：の.
矛
盾
ド
の
問
題
が
、
無
視
さ
れ
る 

危

険

性

扒

あ

る

：の

で

は

な

.
い

：
か

と

い

う

，
こ

)

と

で

あ

る

。
： 

：

丨
へ̂

之
ぇ
續
へ
林
氏
め
著
作̂

つ
い
て
’

ぺ
古
川
哲
氏
は
ハ
こ
れ
で
は
.

「

恐
慌
は 

固
矩
資
本
更
新•

新
投
資
の
不
均
衡
配
分
に
よ
り
必
然
化
す
る
。
も
し
も
そ
れ 

を
計
篇
等
々
に
よ
っ
て
：
^

化
す
れ
ば
恐
慌
は
起
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

」

と
警 

告
さ
れ
、「

窮
極
の
根
鄉
た
る
内
在
的
矛
盾

」

と

の「

内
的
速
関
の
趴̂ン
統

恐
慌
理
論
に
か
ん
す
る
二
論
点

.
‘

.

i.

な

し

：に
：固

定
^
4
配

分
0
&
践

府

性

の

み

が

強

調

さ

れ

る

な

.ら

ば

あ

ま
り
に 

も 
一
_

面
的
と.
な.
り
、.
'か
の
生
産
^
肩
費
め
矛
盾
を
恐
慌
の
必
然
性
の
基
本
規
定 

の
系
列
か
'ら
排
除
す
る」

危
険
を
持
?
:(

傍
点
古
川
氏)

.
と
い
^
^
^

令
の
問
題
は
、:
根
本
的
ね
は
、..
以

LE
で
み
た
ご
ど
き
固
定
資
本
の
再
生
産
を
，
 

，
め
^
名
分
祈
を
、：
恐
慌
理
論
体
系
：■の
中
で
.い
か
に
位
置
づ
け
る
か
と
.
い
う
こ
と 

に
な
ろ
う
•°
本
稿
で
'は
V
V
恐
慌
理
論
体
系
す
ベ
t
に
つ
い
て
考
察
で
き
な
か
っ 

義
め
，
各
論
者
の
恐
慌
理
論
体
系
^
お
け
る
そ.
の
位
置
づ
け.
も
充
分
検
討
 ̂

き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
^

の
広
い
橡
討
は
別
の
機
会
'
 

に
ゆ
ず
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が.
、

ご
こ
で
は
、'「

^
M
§

m

』

,

「

生
産a

； 

消
費
の
矛
盾
|_
:
と.
：の
関
係.
に..
つ.
い.
で

注

意

す

べ

き

点

を

，
ご

，
く

簡

取

に

指

摘

し

て
 

お
き
た
ぃ
。

.

そ
れ
は
、
ま
ず
第1

.

に
、パ
従
来
の
恐
慌
論
研
究
に
お
け
る
、「

大
衆
の
窮
乏 

と•
消
費
制
限」 .
>:「

生
產
太
猶
«

の
'矛

1*
:」

'-
い
わ
：ゆ
る 
'「

内
在
的
矛
_」

の
把 

え
方
を
ま
ず
反
省
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
；0-

■

'
、

：

.

.

•従
来
:'
%
か
国
で
は
-'.

'
'

「

生
産
^
消

費

め

：
矛

盾

」

，
い̂

か

る

っ

内

在

的

矛

盾

.. 

を

::
'〕

有

機

的

耩

成0
高

度

化

を

導
<
し

た

再

：
^

表

式=

い
|:
'
.々
'/
'
务

办

か

.
レ 

め

す

不

均

等

発

展

.に

お

い
て
把
え
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
，資
本
主
#
の
構
造
的
矛.. 

盾
と
み
.な
す
傾
向
が
強
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
不
均
等
発
展
の
：矛
盾
；は
不
均
' 

衡
を
ふ

ぐ

ま

な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
不
均
等
発
展
U

構
造
的
矛
盾
の.
基
礎.. 

の
う

え

に

、
ン_
A-
'
か

に
不
均
衡
化
が
生
ず
'̂
の
か
と
い
う.
形

.
で

問

題

が

提

起

さ

れ
 

る
傾
向
が
あ
っ

た

。
.
そ

れ

ゆ

え

に

こ
そ
、

固
定
資
す
を
中

心

と

し

た不
均
衡
化 

;

要

因

め

：
；究

明

^

ぐ「

生
摩
之
消
費
め
矛
盾_

.'
と
：
の

内

的

連

繫

と

い

. 
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起
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
*

し

か

し

な

が

ら
'

マ
ル
ク
ス
が
，.「

あ
ら
ゆ
る
現
実
的
恐
慌
の
窮
極
の
原
因 

は
、‘
依
然
と
し
て
つ
ね
に
、
大
衆
の
窮
乏
と
消
費
制
限——

あ
た
か
も
社
会
の 

絶
対
的
消
费
能
力
だ
け
が

限
界
を
な
す

か.
の
ょ
う
に
生
産
諸
力
を
発
展
さ
せ
ょ
'

(

注
4

)

.
う
と
す
る
資
本
制
的
生
産
の
衝
動
と
比
較
し.
て
.の---------------------

で̂
■あ
る
。」

'
' と
い
う
時
、.

こ
こ
に
^
け
る
矛
盾
が
、決
し
て
レ
ー
ニ
ン
表
式
に
い
め
さ
れ
て
い
る
ょ
う
な. 

そ
の
か
ぎ
り
で
の
不
均
等
発
展
を
意
味
す
る
も
©.
'で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ 

る
と
思
う
。

:■.
右
め
？̂

^
は
じ
め
，
：
マ
ー
ル
：ク
ス
が『

資
本
論』

：
.
に

お

い

て

終

始

：
：
ー
：
，
貫

し

弋

,
 

強
調
し
^
い
^
こ
と
は
、ヾ.
無
制
限
な
価
値
增
殖
を
も
と
め
"る
資
本
0

- ,
本
性』

：. 

が

,'
'
そ
め
：「

現
象」

^
る
諸
資
本
間
の
競
争
に.
ょ.
る
酿
制
淹
通
じ
ヤ
、
.
，.
労
働
者
：
 

大
衆
の
消
費
の
：増
大
を
目
的
と
才
る
£ '
と
な
き
十「
蓄
積
の
^
め
の
蓄
積
•
.
生

産
. 

:

の
た
め
の
生
産
：

T

'-.

生
産
諸
力
の
J

I '
件
的
発
展
傾
向」
を
も
た
ら.
すA

J.

い
う 

丨
矛
盾
で
あ
る
。.

f

論』

彳.
0 .,
ー}
応
の.
総
括
で
あ
；る
第
三
部
第.
三
篇
第
十
;$
早
'' 

に
お
い.
て
も
：
ま

さ

に
,-
必

::
^
谅
#

つ
，ら
ぬ
か
れ
、
こ

の「
生
産
諸
カ
0
無

条. 

:#
的

発

展

傾

向

」

；
夾

，
.
s
現.Q

諸
条
件

」

や
：
現
囊
本
か
桃
衡

^

i
o >
爺 

条
件」

：：
:̂
M
え
て
す
す
ん
で
い
く
矛
盾
が
強
調
タ
れ
て
い
る
の.
で

あ

る

:
-
こ

の 

，
点

は

，

拙

稿

「

生

産

力

の

発

展

と

資

，本

：制

生

産

の

W
内

的

：諸

矛

盾

：の

開

展

：
』

,
丨
. 

丨

『

$

論』

第1
U

部
第M

篇
第
十
五
章
を
め
：ぐ
：-？
て
I

J

,

に

枳

い

、
て

明

ら

' 

.
か
^
し

た

と.
こ.
ろ.
で

あ.
る
。
：
：'.
' 

...'
.
y

.

ど

こ

；
ろ
.

で
ノ
固
定
資
本
：の
現
物
須
補
'

の
：同
時
的
集
中
、：
そ
れ
に
つ
づ
ぐ
追
加
：
 

投

資

の

集

中

が

行

な

：
わ

れ

、
；
第

一

：

部
！：

I

と
く
に
労
働
手
段
生
産
部
門
を
中■
 

心
i

し
だ
.

発
展
が
行
炎
わ
れ
て.

い
べ
と
い
う
、
以
上
、で
み
た
過
程
は
、
：

:

右

の

：
ょ

：
ぐ

.
5
处

太

衆

の

消

費

を

自

的

基

す

る

：こ
ー
と

.
な
き
：:-
|蓄
眞
の
^
め
の.
#
 ̂
.
生
產
の 

た
め
の
生
産j  
.
の
^ '
由
的
な
現
わ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、：.
労
働
者
大
衆
.の
消 

費
を
狭
隘
な
限
界
に
限
定
じ
つ
つ
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
’
ブ
固
定
資
本
の
ニ
部
，
. 

:
を
廃
棄
公
て
^
通

物

塡

掃

の

：強

疗

：
、

41
産

カ
‘の
向
上
や
、
累
積
的
な
蓄
積
の
強
' 

行
が
行
な
わ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
過
程
で
は
、
こ
の
第
：

一

部
門
を
中
心
ノ 

と
し
た
発
展
が
必
要
と
す
る
か
ぎ
り
で
の
み
、
労
働
者
の
雇
用
が
增
大
す
る
の 

で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
過
程
で
生
じ
る
生
鹿
力
の
発
展
は
' '
雇

用

.増

大

に

制

眼 

を
あ
た
え
る.
と
と
も
に
、
労
働
力
の
価
値
低
落
に
^ .
用
し.
て
い
乂
。

:
資

本

制

生

產

に

お

け

：る

「

：生

產

ど

消

費

：
の

矛

盾

」

、
. :
'.「

そ
れ
に.
照

応

：す

る

消

费

. 

ー
の
拡
大
の
な
い
生
產
の
拡
太
卜
巧
宋
均
等
発
展」

は
'
現

実

：に

は

、
：
本

稿

で 

み

て#
た

ょ

ぅ̂

:'
'
:-.
不

均

衡」

: ;
:
を

は

ら

：
み

つ

.
つ
，
第

：
ー
部

|2
を
中
心
ど
し
て
過 

.
度
に
拡
張
%
と
げ
て
い
く.
と
い
ぅ
形
汝
運
動.
'発
展
^
て
い
く
の
で
あ
る
,
本 

稿

：の

対

象

と

し
^

「

不
均
衡
'

J
.:

も.
か
か
る
内
容
に
お
.い
て
把
え
る
必
要
が
あ
ろ 

ぅ
。

へ
^

.

.
-.
.
:
,
;;:

べ

へ
'-
■

ベ

.

そ
淑
ゆ
え
、；
固
定
資
本
の
再
生
産
を
め
^
る
：
こ
の
へ
問
題

.
の
：分

析

は『

胄
ホ 

論』

--
第
一1
1部
第

三.
篇
第
十
：五
章
セ)

集
約
さ
れ
た
'.
''.「

生

產

諸

カ

の

；
無

制

限

的

発 

の'矛
盾

を

基

軸

と
^
飞

、
た
こ0
矛

盾

の

運

動

.
，
発

展

を

明

確

に

し

て

い
く 

と
知
づ
方
向
で
進
め
て
い
べ
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。._

以
上
⑷
の
点
に
つ
い
て
は 

次
稿
で
;<
わ
し
く
と
り
あ
げ
た
い
。.

最
後.
に
な
っ
た
が
、
⑷
の
点
に
^
い
て
は
广
す
で
に
み
た
豊
倉
氏
丨
林
氏
め 

ほ

ー

か

ゾ

北

古

賀

氏

が

^

生
産
と
消
費
の
矛
盾
サ
を
妥
庫
の
無
政
府
性
.1-

と
統 

ソー；.し.
て

,.
?

資

本

主

義

の

 
'「

基
本
的
矛
盾」

.
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
把
え
、秦

露

'
 

矛
盾
，の
累
積
機
構j
と
し
^

：.固
定
資
本
の
回
転
及
：び
，「

懐
枉
期
間
1-
等
を
検
,̂

討
し. 
'.
循
環
論
'へ.
の
'
ァ
プ
，ロ
.'-
;丨.
チ
を
試
み
ら
れ
て..い
る
，の
*か..注

目

さ

れ

る

。
.
，
.， 

(

注
；‘

..

宇
野
弘
蔵
氏
は
ノ̂

.
の
極
め
て
複
雑
な
関
係
は
、._
:—
*
方
で.
：は
：
か

か

る

不

.
均

佩

を'^
た

す

要

因

を

増

加 

す
る
と
共
に
？
ま
た
他
汸
で
淋
そ.
の

不

均

衡

汝

均

衡

化

す

る

機

構

を

も

確

*;
し 

. :
て

く

る

…
…
」

こ(『

恐

儒

論

』

：
六

■一

 
頁)

，
の

で

あ

り

'

「

資

本

主

義

は

か

が

る

不

均 

:
:
衡

を

訂

正

す

る

機
.
構
と
‘を
有
七
て.
い
^
か

ら

こ

そ

：
一

' 
社
会
.含
形
成
す
る 

こ.
と
が.
で
き
'
'表
式
，に.
あ
ち
.̂

れ.
る.
0 :
ぅ.
な

経

済

原

則

に

し

た

；が

.
-5
こ
と
も
で 

-'
•
き

る

の

で

あ

る
/: 

C「

恐.
慌

：.©.
必

爲

性

は

如

何

に

し

て
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証

さ

る

べ

き

か
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.『

資

本

論』

：
で

は> 
第

三

部

第

：

j

篇

第

六

章

：

「

湍

ぼ

変

動

の

：
影

'#

卜
お
よ
' 

■
び

同i
s

第

一

五

章

第

ニ

節

.
で
：
_.
こ
0
剛

題

ぶ

重

視1さ
れ.
て
；ぉ

り

ぃ

ど

產

カ

,

の

発

展

に

ょ

る
"「

資
本
価
値
の
破
壊」

.

は

再

生

産

の

：「

諸

関

係

を

攪

乱

」

7」

，

「

生
读
過
裎
の
突
然
な
諸
停
滞
お
：上.

び
恐
慌
を
と
も
な
ぅ

J
.
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訳
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青
木
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店
版
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と

い

わ

れ

る
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^

&

稿 

:
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産
カ
の
発
展
-^

資
本
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'
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内
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矛
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;
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す
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若
干
問
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